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0 .0 0

0 .0 5

0 .1 0

0 .1 5

0 .2 0

0 .2 5

（ ド ル ／ ｋ Ｗ ｈ ）

家 庭 用

産 業 用

家 庭 用 0 .2 1 3 0 .0 8 2 0 .1 1 7 0 .1 5 1 0 .1 2 1 0 .1 4 7 0 .0 8 1

産 業 用 0 .1 4 3 0 .0 3 9 0 .0 6 4 0 .0 5 7 0 .0 4 4 0 .0 8 6 0 .0 4 6

日 本 米 国 英 国 ド イ ツ フ ラ ン ス イ タ リ ア 韓 国

0 .0 0

0 .0 5

0 .1 0

0 .1 5

0 .2 0

0 .2 5

（ ド ル ／ ｋ Ｗ ｈ ）

家 庭 用

産 業 用

家 庭 用 0 .1 7 9  0 .1 0 9 0 .1 9 6 0 .1 9 8 0 .1 4 4 0 .1 9 8 0 .1 1 8

産 業 用 0 .1 1 7  0 .0 6 3 0 .1 1 1 0 .0 7 7 0 .0 5 1 0 .1 7 4 0 .0 7 1

日 本 米 国 英 国 ド イ ツ フ ラ ン ス イ タ リ ア 韓 国

①電気料金－国際比較－①電気料金－国際比較－

１９９９年国際比較

２００６年国際比較

※１９９９年と２００６年の各国の為替レートを元に算出（米国、英国（家庭用）、韓国は２００６年７～９月、英国（産業用）は２００６年４～６月、イタリア
は２００５年、ドイツは２００４年の値）

※各国の１年間の使用形態を限定しない平均単価を計算したもの。

※産業用料金の中には、業務用（商業用）の料金を含むものと含まないものがある。日本の産業用料金の中には業務用の料金 を含む。

※アメリカについては課税前の価格。

※グラフ上の数値は、日本を１とした場合の各国の価格の比率

出所：OECD/IEA, ENERGY PRICES & TAXES 4Q/2006
電力需要実績（電気事業連合会）、

各電力会社決算短信及び有価証券報告書

自
由
化
導
入
直
前

0.55

0.39

0.27
0.45

0.71

0.40
0.31

0.57
0.69

0.60

0.32

1.00

1.00

0.38

1.09

0.61

0.54

0.95

1.11

0.66
0.44

0.80

1.11
1.49

0.61

1.00

1.00

0.66

現

在

国際的に見て、内外価格差は内外価格差は一部の国との間では依然残るものの、縮小している縮小している。
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年
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年
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S
シ
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（
販
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）

特別高圧

高圧

②競争状況－ＰＰＳ販売電力量シェア（全国）－②競争状況－ＰＰＳ販売電力量シェア（全国）－

小売部門における部分自由化の導入以降、ＰＰＳの販売電力量シェアは増加しているが、ＰＰＳの販売電力量シェアは増加しているが、
未だ低い水準未だ低い水準であり、直近では伸び悩む傾向が見られる。

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

平
成

17
年

4月 6月 8月 10
月

12
月

平
成

18
年

2月 4月 6月 8月 10
月

12
月

平
成

19
年

2月

P
P

S
シ

ェ
ア

（
販

売
量

ベ
ー

ス
）

特定規模需要全体

Ｈ19年２月現在のPPSシェア

特定規模需要全体： 2.18%

特別高圧： 4.17%

高圧： 0.82%

出所：発受電月報

※平成１６年度のシェアは平成１７年度と同様、高圧５０ｋW以上の需要に対するシェアを記載。（統計の制約から、高圧５０ｋW以上の需要には、選択約款の対象需要を
すべて計上。）

PPSの販売電力量シェア（全国）

4.17

0.82

2.18
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②競争状況－ＰＰＳ販売電力量シェア（地域別、需要種別）－②競争状況－ＰＰＳ販売電力量シェア（地域別、需要種別）－

ＰＰＳのシェアは特別高圧業務用においては相対的に高くなっているが、高圧や産業用では特別高圧業務用においては相対的に高くなっているが、高圧や産業用では
低いシェア低いシェアにとどまっている。

地域別では、大都市圏において相対的にシェアが大きく、地方においては低いシェア大都市圏において相対的にシェアが大きく、地方においては低いシェアとなっ
ている。

4.6%

18.8%

1.9% 1.62% 1.93% 1.42%

0%

5%

10%

15%

20%

全体 業務 産業 全体 業務 産業

特別高圧 高圧

PPSの販売電力量シェア（需要種別）

出所：平成１８年度上期電力需要調査

平成１８年４月～９月の実績値

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

特定規模需要全体

特別高圧

高圧

特定規模需要全体 0.36% 0.05% 4.90% 0.57% 0.00% 2.98% 0.82% 0.00% 0.88% 0.00%

特別高圧 1.06% 0.09% 8.71% 1.12% 0.00% 5.89% 1.43% 0.00% 2.01% 0.00%

高圧 0.13% 0.03% 1.97% 0.16% 0.00% 0.37% 0.22% 0.00% 0.16% 0.00%

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

出所：発受電月報

平成１８年４月～平成１９年１月の実績値

PPSの販売電力量シェア（地域別）
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0 2000 4000 6000 8000 10000

北海道
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北陸

関西

中国

四国

九州

沖縄

1858

0 2000 4000 6000 8000 10000

全国

5313

2200

0 2000 4000 6000 8000 10000

東日本

西日本

②競争状況－ＨＨＩ指数評価－②競争状況－ＨＨＩ指数評価－

HHI指数で評価すると、仮に全国大の市場を想定した場合、HHIHHIは１，８００程度となっており、は１，８００程度となっており、
外形的には「やや集中している」状態外形的には「やや集中している」状態にある。

仮に供給区域別の市場を想定した場合供給区域別の市場を想定した場合、ＨＨＩは９，０００～１０，０００であり、外形的にはほ外形的にはほ
ぼ独占状態ぼ独占状態にある。

周波数帯別供給区域別

平成1８年１月~１２月の実績値

（注：ＨＨＩ＝１０，０００の場合に完全独占であり、 ＨＨＩがゼロに近づくほど競争状態である。EUや米国では1,800以下で集中度はやや集中している
(moderately concentrated)と評価される。1,000以下なら競争的と判断される。

全国

出所：発受電月報

ＨＨＩ ＨＨＩ ＨＨＩ
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12 .00

14 .00

16 .00

18 .00

20 .00

６ 年 度 ７ 年 度 ８ 年 度 ９ 年 度 １ ０ 年 度 １ １ 年 度 １ ２ 年 度 １ ３ 年 度 １ ４ 年 度 １ ５ 年 度 １ ６ 年 度 １ ７ 年 度

（円 ／ ｋＷ ｈ）

北 海 道

東 北

東 京

中 部

北 陸

関 西

中 国

四 国

九 州

3 .55

1 .41

②競争状況－電気料金（一般電気事業者間比較）－②競争状況－電気料金（一般電気事業者間比較）－

一般電気事業者間による供給区域外への供給は、これまで１件しか行われていないものの、
一般電気事業者間の料金格差は縮小しており、潜在的な競争圧力がはたらいていると評価一般電気事業者間の料金格差は縮小しており、潜在的な競争圧力がはたらいていると評価
される。

出所：電気事業便覧

電気料金の各社比較（一般電気事業者）

※電気料金は、電力料収入を電力の販売電力量（ｋＷｈ）の合計で除した平均単価。
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③需要家の意識（大口需要家）－電力小売自由化の認知度－③需要家の意識（大口需要家）－電力小売自由化の認知度－

電力小売自由化については全体的に認知度が高いが、高圧部門の需要家の認知度は特別高高圧部門の需要家の認知度は特別高
圧部門に比べてやや低い圧部門に比べてやや低い。

出所：経済産業省アンケート（平成１９年１月）

電力小売自由化の認知度（回答需要家数：２３２１件）

94.1

98 .7

97 .7

93 .7

92 .0

84 .6

80 .6

5 .9

1 .3

2 .3

6 .3

8 .0

15 .4

19 .0 0 .4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 　体 (n=2321)

特 高 産 業 (n=993)

特 高 業 務 (n=349)

高 圧 （500 以 上 ）産 業

(n=287)

高 圧 （500 以 上 ）業 務

(n=287)

高 圧 （50～  500）産 業

(n=149)

高 圧 （50～  500）業 務

(n=242)

知 っ て い る 知 ら な い 無 回 答
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③需要家の意識（大口需要家）－電気事業者との契約－③需要家の意識（大口需要家）－電気事業者との契約－

電気事業者を選択する場合に重視する項目としては、「価格水準」「供給の安定性など電力の品質」を重「価格水準」「供給の安定性など電力の品質」を重
要視している需要家が多く見られる要視している需要家が多く見られる。

ＰＰＳ・地元以外の電力会社を比較・検討したが、地元の電力会社と契約している理由として、「契約条
件等にメリットがなかった」を挙げている人の割合が高い。

地元の電力会社以外を比較検討しない理由としては、「契約条件等にメリットを感じない」や「比較・検討
する方法がわからない」と回答している需要家が多い。

出所：経済産業省アンケート（平成１９年１月）

電気事業者を選択する場合に重視する項目（回答需要家数：２３２１件）

地元の電力会社と契約している需要家の事業者の比較検討（回答需要家数：２１９１件）

ＰＰＳを比較検討したが地元の電力会社と契約している理由（回答需要家数：２６４件）

地元の電力会社以外を比較検討しない理由（回答需要家数：１８００件）

（％）

37.4

24.9

26.6

24.6

10.0

12.1

20.9

13.9

14.0

6.3

49.2

5.1

6.7

15.0

13.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

価格水準

契約条件の多様性

料金以外の顧客サービス

供給の安定性など電力の品質

事業の安定性

取引関係等のつながり

環境への配慮

その他

無回答

１番目(n=2321) ２番目(n=2321) ３番目(n=2321)

1 7 .8

2 4 .6

2 8 .2

7 .3

1 4 .8

4 .1

3 .8

8 2 .2

7 5 .4

7 1 .8

9 2 .3

8 5 .2

9 5 .2

9 6 .3

0 .1

0 .0

0 .0

0 .3

0 .0

0 .7

0 .0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全 　 体 ( n = 2 1 9 1 )

特 高 産 業 ( n = 9 6 7 )

特 高 業 務 ( n = 2 5 5 )

高 圧 （ 5 0 0  以 上 ） 産 業

( n = 2 8 6 )

高 圧 （ 5 0 0  以 上 ） 業 務

( n = 2 8 3 )

高 圧 （ 5 0 ～  5 0 0 ） 産 業

( n = 1 4 7 )

高 圧 （ 5 0 ～  5 0 0 ） 業 務

( n = 2 4 0 )

比 較 検 討 し た 比 較 検 討 し て い な い 無 回 答

3.0

7.6

10.6

21.6

16.3

51.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｐ Ｐ Ｓ か ら 契 約 を断 ら れ た         

十 分 な 情 報 が 提 供 され ず 、結 局 契 約 を断 念

した

契 約 条 件 等 に メ リ ッ トが な か っ た

電 気 の 安 定 的 な 供 給 に 不 安 を感 じ、契 約 を

断 念 した

そ の 他

無 回 答

全 　体 (n=264)

3.9ＰＰＳが十分な情報を提供してくれない

3.7

47.2

35.4

10.4

14.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地元以外の電力会社が十分な情報を提供し

てくれない

地元の電力会社以外は、契約条件等にメ

リットを感じない

比較・検討する方法がわからない

比較検討するのが面倒である

その他

無回答

全　体(n=1800)



16

5 .4

9 .7

2 5 .3

5 8 .0

1 0 .2

1 3 .1

6 .1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

契 約 を 断 ら れ る 可 能 性 が 高 い

十 分 な 情 報 が 提 供 さ れ な い 可 能 性 が 高 い

契 約 条 件 を 比 較 ・ 検 討 す る 方 法 が わ か ら な い

地 元 以 外 の 電 力 会 社 の 契 約 条 件 は メ リ ッ ト が

な い 可 能 性 が 高 い

契 約 条 件 な ど を 比 較 す る の が 面 倒 で あ る

そ の 他

無 回 答

全 　 体 ( n = 1 3 1 8 )

4 .4

6 .4

23 .1

43.4

52 .0

9 .2

12 .8

1 .8

0 % 2 0 % 4 0% 60 % 8 0 % 1 00 %

契 約 を断 ら れ る可 能 性 が 高 い

十 分 な 情 報 が 提 供 され な い 可 能 性 が 高 い

契 約 条 件 を比 較 ・検 討 す る方 法 が わ か ら な い

Ｐ Ｐ Ｓ の 契 約 条 件 は メ リ ッ トが な い 可 能 性 が

高 い

Ｐ Ｐ Ｓ か ら 電 気 が 安 定 的 に 供 給 され るか 不 安

が あ る              

契 約 条 件 な ど を比 較 す るの が 面 倒 で あ る

そ の 他

無 回 答

全 　体 (n=1318)

8.7

11.2

25.3

37.1

53.8

0% 20% 40% 60% 80%

Ｐ Ｐ Ｓ

地 元 以 外 の 電 力 会 社

所 内 に 現 在 あ る自 家 用 発 電 設 備

今 後 導 入 を検 討 して いる自 家 用 発 電 設 備

無 回 答

全 　体 (n=955)

③需要家の意識（大口需要家）－今後の電力調達－③需要家の意識（大口需要家）－今後の電力調達－

今後の電力契約の更新時に、地元の電力会社以外の電気事業者を比較・検討すると回答した需要家の割電力契約の更新時に、地元の電力会社以外の電気事業者を比較・検討すると回答した需要家の割
合は合は全体の全体の約４０％約４０％で、相対的には特別高圧業務用の割合が高い。

地元の電力会社以外の電気事業者を比較・検討しない理由としては、「契約条件はメリットがない可能性が
高い」や、特にＰＰＳについては「電気が安定的に供給されるか不安がある」を挙げている人の割合が高い。

出所：経済産業省アンケート（平成１９年１月）

今後の契約更新時の比較・検討（回答需要家数：２３２１件）

比較・検討先（回答需要家数：９５５件）

契約更新時にＰＰＳを比較・検討しない理由（回答需要家数：１３１８件）

契約更新時に地元以外の電力会社を比較・検討しない理由
（回答需要家数：１３１８件）

※地元の電力会社以外の
事業者を比較・検討する
需要家が対象

※地元の電力会社以外の
事業者を比較・検討しない
需要家が対象

※地元の電力会社以外の
事業者を比較・検討しない
需要家が対象

4 1 .1

4 5 .8

5 9 .0

3 2 .8

3 7 .3

2 2 .8

2 4 .0

5 6 .8

5 3 .2

3 8 .7

6 5 .5

5 9 .9

7 1 .8

7 3 .1

2 .1

1 .0

2 .3

1 .7

2 .8

5 .4

2 .9

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

全 　 体 (n= 2 3 2 1 )

特 高 産 業 (n =9 9 3 )

特 高 業 務 (n =3 4 9 )

高 圧 （ 5 00  以 上 ） 産 業

(n =2 8 7 )

高 圧 （ 5 00  以 上 ） 業 務

(n =2 8 7 )

高 圧 （ 5 0～  50 0 ） 産 業

(n =1 4 9 )

高 圧 （ 5 0～  50 0 ） 業 務

(n =2 4 2 )

比 較 ・ 検 討 す る 比 較 ・ 検 討 し な い 無 回 答
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